
 

 

5月は連休、部活の支部大会と行事が続き、何かとバタバタする毎日です。校長として、あちらこちらであいさつ（スピーチ）す
る機会も多く、さまざま会議や会合も立て続けにあって、年度が本格的に始動している感がありますね。 
ただ、授業の様子などを見て回っていると、思索にふけっているのか、微動だにせず、瞑想状態にある生徒もチラホラ・・・・。忙し

すぎて疲れているのか、5月病モードに入ってぼんやりしているのか判断は付きかねますが、無理をせず適度に休息をいれて心と身
体をリフレッシュさせてほしいところです。 

 
■同窓会総会  
 ５月 21日（木）、本校同窓会の総会が行われました。総勢 30名ほどでしょうか。平日の夜にもかかわらず、世代を超えて
たくさんの方々が来てくださいました。私が、会場である会議室まで足を運ぶ途中、おそらく４，５０代であろう同窓生の方々が
「懐かしいなあ～」といいながら校舎内を歩かれていました。 
 「月高の校舎は古い」と不満を持たれている方もいるかもしれませんが、学校名は変わらずとも、校舎が変わってしまうと、なんだ
か自分の母校ではないような気がする・・・というのは私も経験があります。校舎が変わらないことが本校同窓会の活発な理由の
一つかも・・・と思いました。体育館に冷房が入る予定はありますが（再来年です）校舎改築の予定はありません。今ある校舎を
大事に使いましょう。 
 
■高体連支部大会などなど 
高体連の支部大会週間がほぼほぼ終了しました。来月には、全道大会も始まりますが、ケガなく、事故なく、ぜひ力を発揮して

ほしいと願っています。 
ところで、満足する結果を出して嬉しい部活、思ったような結果ではなくて悔し涙を流した部活、様々でしょうが、ロックバンドの

サンボマスターのキャッチフレーズみたいに「全員優勝」というわけにはいきません。勝ちがあれば負けもある。結果は覆らないので、そ
れぞれ次のステージに向けて前を向いてほしいところです。 
といいながら、教員時代は勝負の結果に私が一番一喜一憂していたような気がします。「あの場面でこういう指示を出していれ

ば・・・」「もっと交代のタイミングを早くしていれば・・・」「調子の悪そうな選手に声をかけていれば・・・」特にサッカー部の顧問をして
いたときは、いつもくよくよしていました。勝っても負けても試合を見ながら胃が痛くなるような思いをしていました。生徒の方は、試合
終了の瞬間こそ泣いたり笑ったりしていましたが、すぐにケロッとしていたりして。一番勝負にこだわっているのは実は顧問の先生なの
かもしれません。聞いてみてください。 
いずれにせよ、大会期間が終われば、次は中間考査、それが終われば学校祭です。高校生も忙しいですな。 
 
■あとがき 
5 月も下旬に入りましたが、肌寒い日が続きます。温暖化といっても北海道はこの時期結構寒いことが多いんですよね。体調に

注意したいところです。 
月高の広い校長室にいつも 1 人でいると、気温以上にとても寒く感じます。先日行われた校長同士のオンライン会議で 1 人だ

けジャンパーを着ていると、他校の校長先生から「なんでそんな厚着しているの？」といぶかしがられました。だって寒いんだもん。 
寒さしのぎに校舎内を回っていると、おそらく 3学年主任の H先生が書いたと思われる美しい字でこんな掲示が・・・・。 
 

     進路保護者説明会（代ゼミ荒木氏） 不合格体験記 
①授業中は休息、内職の時間  
②勉強量の絶対的不足  
③得意科目に時間集中、苦手科目から逃げていた  
④定期テストは一夜漬けの暗記だけやっていた  
⑤基礎ナシでいきなりハイレベル演習  
⑥模試受けっぱなしで復習しない  
⑦カンで解く、なんとなく解く 
 
うーむ、私の高校時代を振り返るに・・・・恐ろしいぐらい全部当てはまりますな。だから一浪したんですけど・・・。 
自分が 18 歳だったときからもう 40 年たちますが、ダメな受験生というのは今も昔も、全く同じだということがわかりました。「変化

の激しい予測できない時代」といいますが、こればっかりは「ず～っと変化がなく、不合格になることが予測できる」受験生ということ
ですね。ちなみに浪人中は代ゼミに通ってましたが、そりゃ反省して勉強しましたよ・・・・。ちなみに高校生の心の声はこんな感じで
しょうか？自分も同じようなこと考えてましたね～。今思うと恥ずかしいですが・・・。 

 
①授業中は休息、内職の時間    →  こんな授業意味ない！受験に関係ない。 
②勉強量の絶対的不足    →  机の前に座って、やったつもり。勉強したつもり。 
③得意科目に時間集中、苦手科目から逃げていた    →  俺は得意科目で得点稼ぐぜ！  
④定期テストは一夜漬けの暗記だけやっていた    →   とりあえず定期テストはそこそこ点数とっておきゃいいや 
⑤基礎ナシでいきなりハイレベル演習    →   こんな問題やっている俺ってすげえぜ！ 
⑥模試受けっぱなしで復習しない    →   俺は過去を振り返らない男だ！ 
⑦カンで解く、なんとなく解く    →   俺って意外と本番強いんだよね～。 
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